
 

 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

校長 梅村 千恵美 

 

国の解除、岐阜県の方針を受けて、６月１日からの分散登校開始、２５日からの登校日の設定、

３０日の入学式と学校再開に向けて歩みだしました。臨時休業が続き、大変不安な毎日を過ごされ

る中、家庭学習や生活リズムが整うような配慮など、保護者の皆様にはご負担をおかけしました。 

学習プリントの配付等、何度も学校に足を運んでいただきました。本当にありがとうございます。 

 

コロナとの戦いは長期戦になると言われています。目に見えない未知のウィルスが相手ですから、

どうしてもがまんが必要です。そんな中、人と人のつながりについて考えるニュースがたくさん報

道されました。誰かを非難したりネットで中傷したり…という悲しいニュースがありました。しか

し反面、人を助けよう、誰かの役に立とうする温かい行動も報道されました。人と人のつながりが

勇気を与えてくれることを感じました。家庭訪問や下駄箱ポストで来校された折など、保護者の方

との会話やコメントで学校職員はずいぶん励まされました。子どもたちと会えない日々であっても、

学校が子どもたちと何かの形でつながっていたいという思いは変わりませんでした。十分なことが

できたとは思いませんが、子どもたちに思いが届き、学校への意欲が高まってくれていると幸いで

す。 

この数か月間で、私たちは今まで当たり前にできていたことができなくなりました。これからは、

今までとは違った当たり前が作られていくのでしょう。人とのつながりも新しい方法でもって築く

必要があります。状況が変化する中ですが「学校」は「つながり」を築くことを念頭に置き教育活

動に取り組んでいきたいと思います。 

学校が始まります。学校でも家庭でも子どもたちが笑顔で過ごせることを願って、今年度の東小

学校で大切にしたいことは、以下の通りです。 

 

子どもたちが、「楽しいな」「がんばってできるようになったよ」「友達や自分の良さをいっぱい

見つけたよ」と笑顔で過ごせる学校にしていきたいと考えます。目標をもち、それに向かって粘り

強く努力し、仲間との関りを通じてやりきったという実感を積み重ねることを大切にしていきます。

それが「次はこんなことをやってみたい」「もっと～したい」とい

う次の活動へのエネルギー（夢）につながると考えます。そのため

に、私たち教職員が共通理解を図りながら、工夫し組織的に指導に

あたっていきます。こんな時期だからこそ、1 日 1 日の生活を大

切に子どもたちと過ごしていきたいです。 

 



新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、学校での過ごし方を下記のように行っ

ていきます。子ども達が安心・安全に学校生活が送れるようにご協力をお願いいたします。 

感染防止のため出席を見合わせたいというご家庭もあるかと思います。その旨、学校に

申し出てください。 

【登校時】 

★マスクを着用して登校します。 

★「健康確認カードの記入」をお願いします。 

 職員室前で「健康確認カード」を渡します。毎朝、検温して記入します。 

発熱や体調不良の方は、家庭で身体を休めてください。 

★手洗いをし 消毒してから、教室に入っていきます。 

児童玄関前の手洗い場で手を洗い、その後、職員に消毒液をかけてもらいます。 

【学校時】 

★教室では、間隔を置いて机を並べて、学習したり給食を食べたりします。（一人机） 

児童数の多い１年生は３階の図工室、５年生はワークスペースを教室にしていきます。 

・マスクを着用して過ごします。（子ども・職員） 

・教室では合唱はしません。 

・音楽・体育・家庭科等の授業では、集団感染のリスクを考え、実施時期や内

容を配慮していきます。 

・窓や出入り口の換気を徹底して過ごします。 

・手洗いや手指の消毒を励行します。 

・こまめに健康状況を把握します。 

・教室に、体温計・消毒液を設置してあります。 

★登校後発熱や体調不良の場合は、お迎えをお願いします。ご了承ください。 

 ★朝と業間に、ドアノブ、戸の持ち手などの消毒をします。（職員） 

 

【お願い】 

★児童またはその同居家族について、感染が判明または濃厚接触者と認定さ

れた場合等は、必ず学校に連絡をしてください。 

その場合は、出席停止となります。 

 

 

 

ありがとうございました！ 
ボランティアグループ「グランマハンド」様から、新１年生に手作りマスク 

鹿塩の安田化成様から、全校児童に３層不織布マスクを一人１０枚ずつ 

国から布製マスク（白）を全校児童にいただきました。大切に使わせていただきます。 


